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３
月
28
日
㈭
、芸
予
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
ど
う
な
る
日
本
経
済
！
？―

日
本

の
未
来
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る―

」の
テ
ー
マ
で
、日
本

中
の
専
門
家
の
注
目
を
集
め
る
経
済
評
論
家
三
橋
貴

明
氏
に
、日
本
の
こ
れ
か
ら
の
展
望
を
ご
講
和
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
・
雑
誌
・

ネ
ッ
ト
で
話
題
沸

騰
中
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、県
外
か

ら
の
参
加
者
も
多

く
定
員
２
８
０
名

の
会
場
は
満
席
と

な
り
ま
し
た
。受

講
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も「
非
常
に
有

意
義
」、「
イ
ン
フ
レ
・
デ
フ
レ
や
経
済
の
仕
組
み
が
よ
く

理
解
で
き
た
」、「
非
常
に
刺
激
的
な
内
容
で
し
た
」な
ど
、

満
足
度
ほ
ぼ
１
０
０
%
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、標
記
総
会
を
出
席
議
員
44
名
、委
任
状
17
名
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
与
３
名
の
も
と
、ホ
テ
ル
い
ん

の
し
ま
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。村
上
会
頭
が
議
長
と

な
っ
て
各
委
員
長
か
ら
事
業
計
画
案
の
発
表
が
あ
り
、慎

重
審
議
の
結
果
、下
記
の
⑴
〜
⑶
議
案
が
原
案
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

⑴
平
成
25
年
度
因
島
商
工
会
議
所
事
業
計
画（
案
）及
び

収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て

⑵
平
成
25
年
度
因
島
中
小
企
業
相
談
所
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て

⑶
平
成
25
年
度
そ
の
他
特
別
会
計
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

当
因
島
地
区
は
造
船
２
０
１
４
年
問
題
が
目
前
に

迫
り
島
内
全
体
が
不
況
感
が
非
常
に
強
い
。造
船
で

盛
え
た
町
因
島
で
は
あ
る
が
今
で
は
不
安
ム
ー
ド
一

色
で
造
船
に
対
抗
す
る
強
い
産
業
の
芽
生
え
も
必
要

と
思
う
が
過
去
の
経
験
を
参
考
に
す
れ
ば
す
ぐ
に
は

思
う
様
に
進
ま
な
い
。

　

朗
報
と
し
て
は
、中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

が
２
０
１
４
年
度
全
線
開
通
の
予
定
で
進
ん
で
お
り
、

し
ま
な
み
海
道
と
一
体
と
な
り
沿
線
地
区
の
経
済
・
文

化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。又
、瀬
戸
内

し
ま
博
覧
会
を
２
０
１
４
年
開
催
に
向
け
本
年
度
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
準
備
に
入
り
ま
す
。観
光
・
イ

ベ
ン
ト
・
各
種
体
験
他
多
く
の
行
事
を
春
か
ら
秋
に
か

け
て
行
い
、多
数
の
来
客
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
因
島
の
状
況
下
因
島
商
工
会
議
所
と

し
て
は
た
ち
ま
ち
造
船
不
況
に
対
し
て
は
関
係
機
関

へ
の
要
望
を
始
め
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
策
を
講
じ
、併

せ
て
転
業
等
の
指
導
も
行
い
た
い
。商
業
に
お
い
て

は
遅
れ
て
い
た
内
海
造
船
跡
地
へ
の
大
型
商
業
施
設

の
オ
ー
プ
ン
が
今
年
８
月
の
予
定
と
な
り
、地
元
商

業
者
の
方
々
に
は
大
打
撃
が
懸
念
さ
れ
る
が
、当
所

も
何
ら
か
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

　

又
当
所
の
元
気
な
因
島
づ
く
り
特
別
委
員
会
で
は
、

Ｂ
級
グ
ル
メ
開
発
を
進
め
て
お
り
、全
国
に
Ｐ
Ｒ
出
来

る
因
島
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
目
指
し
て
開
発
に
動
い
て

い
ま
す
。地
域
よ
り
要
望
の
あ
っ
た
道
の
駅
設
置
に
つ

い
て
は
、前
年
度
の
委
員
会
で
実
施
し
た
調
査
結
果
を

も
と
に
検
討
し
方
向
性
に
つ
い
て
決
め
て
行
き
ま
す
。

　

又
、因
島
水
軍
ま
つ
り
・
本
因
坊
秀
策
囲
碁
ま
つ
り

の
更
な
る
充
実
、フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
、

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
受
入
体
制
強
化
等
経
済
の
活
性
化

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。本
年
25
年
度
は

当
所
創
立
60
周
年
で
あ
り
か
つ
第
23
期
議
員
改
選
も

あ
り
、記
念
イ
ベ
ン
ト
実
施
等
多
忙
の
年
で
は
あ
り
ま

す
が
、拓
か
れ
た
商
工
会
議
所
を
目
指
し
以
下
の
事
業

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

◆
会
議
所
の
運
営

⑴
行
政
庁
等
へ
の
意
見
具
申
・
建
議
並
び
に
連
携
強
化

⑵
情
報
提
供
と
広
報
活
動
の
強
化

◆
商
業
振
興
対
策

⑴
市
内
各
地
区
商
店
街
と
の
共
同
事
業
の
積
極
的
推
進

⑵
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
推
進

◆
工
業
対
策

⑴
総
合
的
な
造
船
不
況
対
策
へ
の
取
り
組
み
の
実
施

◆
観
光
運
輸
対
策

⑴
地
元
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
協
力
、支
援

⑵
海
上
自
衛
艦
受
け
入
れ
体
制
の
充
実

⑶
産
業
観
光
の
促
進

⑷
広
域
観
光
の
促
進

◆
金
融
税
務
対
策

⑴
広
域
経
済
交
流
圏
の
構
築

⑵
中
小
企
業
等
に
係
わ
る
諸
制
度
の
周
知
及
び
検

討
・
提
言

⑴
景
気
・
デ
フ
レ
対
策
の
検
討
及
び
諸
施
策
の
周
知
・

相
談
指
導

◆
地
域
振
興
対
策

⑴
島
内
道
路
の
早
期
整
備
促
進

⑵
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
整
備
推
進

基
本
方
針

重
点
事
業

三
橋
貴
明
氏

　

経
済
講
演
会
開
催

三
橋
貴
明
氏

　

経
済
講
演
会
開
催

第
７
回
通
常
議
員
総
会
に
て

　

事
業
計
画（
案
）・
予
算（
案
）を
承
認

会議所の動き Topics



　

３
月
11
日
㈪
、ポ
ー
ト
ピ
ア
は
ぶ
に

て
、ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

㈱
因
島
工
場
及
び
内
海
造
船
㈱
に
定

期
点
検
の
た
め
停
泊
し
て
い
る
海
上

自
衛
艦
の
来
因
歓
迎
会
を
行
い
ま
し

た
。因
島
旅
館
組
合
、因
島
料
飲
組
合
、

㈳
因
島
観
光
協
会
、土
生
町
商
店
街
連

合
会
、因
島
商
工
会
議
所
に
よ
る
共
催

で
、今
年
で
15
回
目
と
な
り
、地
元
出
席

者
と
島
内
外
の
来
賓
合
わ
せ
た
85
名
と
、

停
泊
中
の
５
隻
、乗
員
約
３
０
０
名
を
代

表
し
て
29
名
の
自
衛
官
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、最
初
に
東
日
本
大
震
災

の
犠
牲
者
へ
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た

後
、地
元
を
代
表
し
て
平
谷
尾
道
市

長
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

自
衛
艦
を
代
表
し
て
、く
に
さ
き
艦

長
の
岡
田
岳
司
一
等
海
佐
か
ら
お
礼

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。懇
親

会
で
は
来
因
を
歓
迎
し
て
、因
島
南

中
学
校
２
年
生
の
毛
利
公
美
さ
ん
か

ら
琴
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
、ま
た
、

自
衛
艦
側
か
ら
は
、各
艦
艇
の
日
頃

の
業
務
と
当
時
の
被
災
地
で
の
活
動

の
様
子
に
つ
い
て
映
像
を
混
ぜ
な
が

ら
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。式

の
最
後
に
は
記
念
品
と
し
て
八
朔
を

は
じ
め
と
し
た
柑
橘
を
贈
呈
し
、盛

会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
３
月
27
日
㈬
、尾
道
・
三
原
商
工
会
議

所
の
工
業
委
員
会
と
の
交
流
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。毎
年
、各
会
議
所
が
持

ち
回
り
で
幹
事
を
務
め
て
お
り
、今
回

は
因
島
が
幹
事
を
務
め
ま
し
た
。

　

最
初
に
地
元
企
業
の
視
察
と
い
う

こ
と
で
、今
年
１
月
１
日
付
で
㈱
Ｉ
Ｈ

Ｉ
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
と
合
併
し

た
、ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

㈱
因
島
工
場
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

企
業
視
察
で
は
、当
所
の
工
業
委
員
で

も
あ
る
西
潟
工
場
長
よ
り
日
立
造
船

因
島
工
場
の
歴
史
や
合
併
後
の
展
開

に
つ
い
て
の
お
話
と
、実
際
に
工
場
内

を
回
り
な
が
ら
、修
繕
中
の
船
舶
の
規

模
や
役
割
等
に
つ
い
て
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、場
所
を
ホ
テ
ル
い
ん
の
し

ま
に
移
し
、当
所
の
宮
地
副
会
頭
の
歓

迎
の
挨
拶
の
後
、尾
道
の
杉
原
工
業
委

員
長
、三
原
の
大
目
木
工
業
委
員
長
、

因
島
の
新
開
工
業
委
員
長
か
ら
各
地

域
の
状
況
と
会
議
所
活
動
の
報
告
を

い
た
だ
き
、引
き
続
き
懇
親
会
で
意
見

交
換
を
行
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

次
回
は
尾
道
商
工
会
議
所
の
幹
事

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

会議所の動きTopics

尾
道
・
三
原
・
因
島
商
工
会
議
所

工
業
委
員
会
交
流
懇
談
会

海上自衛艦来因歓迎会 平成 25 年度

因島商工会議所収支予算
自　平成 25 年 4 月　1 日
至　平成 26 年 3 月 31 日

平成 25 年度

因島中小企業相談所収支予算
自　平成 25 年 4 月　1 日
至　平成 26 年 3 月 31 日

  収入の部

 科　　目 金　　額

会費 19,450,000

事業収入 4,200,000

雑収入 501,000

繰越金 1,500,000

合計 25,651,000

  支出の部

 科　　目 金　　額

一般事業費 10,700,000

給与費 6,600,000

旅費 700,000

家屋費 370,000

事務局費 2,300,000

会議費 350,000

渉外費 400,000

公課分担費 1,360,000

福利厚生費 1,150,000

退職金 300,000

雑費 50,000

繰出金 500,000

予備費 871,000

合計 25,651,000

  収入の部

 科　　目 金　　額

県補助金 31,283,500

市補助金 2,147,000

会議所負担金 1,700,000

雑収入 239,500

繰越金 0

合計 35,370,000

  支出の部

 科　　目 金　　額

俸給等 24,460,000

旅費 400,000

事務費 600,000

福利環境整備費 1,300,000

指導事業費 2,761,000

小規模事業施策普及費 100,000

資質向上対策事業費 200,000

小規模事業対策特別推進費 4,550,000

地域振興推進事業費 600,000

倒産防止特別相談事業 350,000

交際費 10,000

雑費 39,000

合計 35,370,000



最優秀賞１１ 八朔さくさくラスク

優秀賞優秀賞優秀賞優秀賞

　果汁入り蜂蜜に 1時間以上漬け
た八朔の皮を食パンにのせ、オー
ブンで焼きました。八朔は安心安
全無農薬の実家の物を使いまし
た。中学生の息子に何度も試食さ
せ、完成させました。

会社員  土居瑞恵 さん

島コロッケ

飲食店経営
( カフェ夢ぅ )
本部 睦 さん
　小さい頃おばあちゃんが作って
くれた太刀魚のバター焼きをコ
ロッケに。レモンの皮を入れて風
味を出しました。塩で食べて下さ
い。

たちころ

飲食店経営
( まんまるねこ )
丸上かおる さん
　串ざしで気軽に食べれるコロッ
ケ。カレー・プレーン・梅シソ味
のポテトを太刀魚で巻き、春巻の
皮で包みます。季節に合せて ( たけ
のこ等 ) 中身を変えます。

しまなみどんぶり

会社員
田頭満智 さん
学生  祐依 さん
　青のりを衣に混ぜ、太刀魚にか
らめて、カラッと揚げました。ご
飯はもち米と刻んだ柚子が入って
ます。太刀魚の骨は、煎餅にしま
した。

　3月20日、因島中庄公民館にて「いんのしまB級グルメコンテスト最終審査会」を開催しました。
応募総数61点の中から、最終審査に残った22点の作品を審査員（15名）による試食審査を行った結果、
グランプリには『八朔さくさくラスク』が選ばれました。
　今回いただいた応募作品の中から、最
優秀賞ならびに各賞の商品化をめざし、
因島のお店でご当地グルメとして食べら
れるよう、計画を進めていく予定です。

最終審査　結果発表！
Ｂ級グルメコンテスト
あなたのレシピでしまおこし！

因島因島
ブランドブランド
グルメグルメ

因島
ブランド
グルメ

■主催：元気な因島づくり特別委員会・グルメ開発部会　■後援：尾道市　(社)因島観光協会

すだちや西新涯店 さん

太刀魚塩焼きそば

すだちや西新涯店 さん

　焼そばの具に使わない太刀魚の
頭や骨の部分をしっかり焼いて、
臭みを取った出し汁でそばを炒め、
塩とガーリックを利かせています。



小さなマチオモイサロンin因島
　因島重井町出身のコピーライター村上
美香さんが作った冊子「しげい帖」が、各
地のクリエーターを通して広がり、日本全
国13カ所で同時に「my home town　わたしのマチオ
モイ帖　日本中がマチオモイの春！」が開催されまし
た。3月24日に行われた「小さなマチオモイサロンin因

島」では地元で活躍の方 と々
のトークショーがあり、当所
会員のプチフール代表原山
奈美さん、陶芸家吉野瞬さ
んにご出演頂きました。

Ｂ級グルメコンテスト in 東生口小学校小学校

　３月で閉校した創立115年の
因島東生口小学校（全校児童43名）の皆さん
に最後の「イチョウ集会」で作った「生口っ子
みかんもち」をご応募いただきました！
　４年生が授業で地域の特産物「みかん」を
テーマに学習し、それを発展させて地域の皆

さんと「オリジナルみか
んもち」を作りました。
　蒸したもち米とみかん
の皮を、「もちつきのう
た」を歌いながら、杵で

つきます。ラッピングの準備は、各学年で分
担。台紙をまるく切る、袋に顔を描く、モール
に鈴をつけるなど、鈴と一緒に葉っぱの形の
カードにはひとつひと
つ手書きの文字。中に
みかん餅を入れるとビ
ニールに描いた絵と
重なって顔になり
ます。「ラッピング」に工夫を凝らした
ことで、みかんもちは「オリジナルの
生口っ子みかんもち」となりました。

　最終審査の日、代表の4年生4人が教頭先
生と共に作品のポイントを説明しました。
結果は、見事に「島おもい賞」
おめでとうございます。

重
ま

何が一番大変だった？

全部楽しかった！！
大変ではなくて

会頭からの質問に、
ハキハキ答える子供達

島おもい賞 審査員特別賞
生口っ子みかんもち 水軍流男気パエリア

会社員 ( 横浜 )
岡野聖 さん
　B 級グルメは「富士宮やきそば」
の様に、各家庭で作られ地域ぐる
みで盛り上げるもの！と思い誰で
も気軽に作れる因島の魚介類や食
材を使ったパエリアを考えました。

　たくさんのご応募、最終審査に出品、ご参加いただいた方々、
ありがとうございました。
　4月14日、因島公園(ホテルいん
のしま前)で開催の「いんのしまさ
くら祭」にて、表彰式とお披露目を
します。その時に使うお皿とコン
テストに応募下さった皆様の参加
賞を、陶芸家吉野瞬さんに依頼し
ています。

Ｂ級グルメコンテスト専用サイト　http://cci.in-no-shima.jp/b_gourmet.html

▲ 開会セレモニー。▲ 料理の出品準備中。

４月１４日（日）「いんのしまさくら祭」にてお披露目

みんなで作った
ラッピング！

尾道市立 　　　
東生口小学校
児童の皆さん

みかんの風味が
口の中に広がり
ます！



Topics

会議所の動き Topics

　

去
る
２
月
26
日
㈫
、因
島
市
民
会
館
に
て「
尾
道

市
中
小
企
業
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー（
因
島
会
場
）」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
中
小
企
業
従
業
員
向
け
に
今
年
度
か
ら
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
開
催
し
、因
島
会
場
で
は

９
社
20
名
、ま
た
翌
27
日
㈬
の
尾
道
会
場
で
は
16

社
29
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
研
修
で
は
、こ
れ
か
ら
企
業
で
中
心
的
な
役

割
を
担
っ
て
い
く
中
堅
従
業
員
に
、求
め
ら
れ
る

能
力
・
心
構
え
や
社
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
等
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。グ

ル
ー
プ
で
の
ゲ
ー
ム
や
演
習
を
通
じ
た
体
験
型
の

研
修
の
た
め
、楽
し
み
な
が
ら
学
べ
た
ほ
か
、受
講

者
同
士
の
交
流
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
、充
実
し

た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。受
講
者
か
ら
も「
と
て
も

よ
か
っ
た
！
ま
た
参
加
し
た
い
」と
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
も
同
様
な
研
修
を
開
催
予
定
で
す
。

中
堅
従
業
員
を
は
じ
め
、社
内
従
業
員
の
研
修
を

お
考
え
の
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、次
回
ぜ

ひ
ご
参
加
を

ご
検
討
く
だ

さ
い
。
日
程

等
詳
細
が
決

ま
り
ま
し
た

ら
、
ま
た
本

会
誌
等
で
お

知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

尾
道
市
中
小
企
業
人
材
育
成

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

主催：尾道市中小企業人材育成セミナー運営委員会／尾道市・尾道商工会議所・因島商工会議所・尾道しまなみ商工会

　

３
月
26
日
㈫
、
当
所
工
業
委
員
会
主
催
、
尾
道
市

ふ
る
さ
と
就
職
促
進
協
議
会
後
援
の
第
８
回
因
島
も

の
づ
く
り
企
業
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
地

元
の
も
の
づ
く
り
企
業
を
近
隣
の
高
校
生
・
高
専
生

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
取
り
組
み
で
、
学
生
35

名
、
教
員
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

見
学
企
業
は
万
田
発
酵
㈱
、
㈱
岡
恒
鋏
工
場
、

㈱
三
和
ド
ッ
ク
の
３
社
で
、
最
初
の
見
学
先
の
万

田
発
酵
㈱
で
は
、
海
外
展
開
に
も
力
を
注
い
で
い

る
主
力
商
品
の
万
田
酵
素
の
貯
蔵
施
設
の
見
学
を

行
い
、
原
材
料
の
説
明
や
熟
成
過
程
中
の
酵
素
の

状
態
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
万

田
び
っ
く
り
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
万
田
酵
素
で
育
成

し
て
い
る
農
作
物
の
見
学
と
説
明
を
受
け
、
育
て

て
い
る
農
作
物
の
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
園
芸
用
鋏
の
分
野
で
国
内
ト
ッ
プ
シ

ェ
ア
の
㈱
岡
恒
鋏
工
場
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

企
業
説
明
で
は
、
製
造
製
品
で
あ
る
剪
定
鋏
や
海

外
メ
ー
カ
ー
と
の
競
争
力
を
つ
け
る
た
め
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
化
し
た
仕
上
げ
工
程
に
つ
い
て
の
説

明
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
工
場
内
で
の
作
業
工
程

の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
日
本
一
の
修
繕
船
数
を
誇
る
㈱
三
和
ド

ッ
ク
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
企
業
説
明
で
は
、
効

率
よ
く
修
繕
を
行
う
た
め
の
ド
ッ
ク
管
理
の
様
子
や

新
造
船
と
は
違
い
船
に
よ
っ
て
修
繕
箇
所
や
方
法
が

異
な
る
修
繕
作
業
の
奥
深
さ
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
工
場
見
学
で
は
ド
ッ
ク
内
に
あ
る

修
繕
船
の
様
子
等
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

工
業
委
員
会
で
は
、
地
域
の
若
者
に
地
元
企
業

を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、

来
年
も
引
き
続
き
企
業
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

因島ものづくり企業見学ツアー
高校生・高専生が万田発酵㈱・㈱岡恒鋏工場・㈱三和ドックを見学

▲三和ドック工場内見学 ▲岡恒鋏工場、会長の企業説明 ▲万田発酵、酵素貯蔵施設の見学



　

近
年
、食
品
の
偽
装
表
示
な
ど
企
業
不
祥
事
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
で
、消
費
者
自
身
が
安
心
で
き
る

企
業
を
選
び
、そ
の
企
業
の
製
品
な
ら
購
入
す
る
と

う
い
う
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
選
択
の
基

準
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
企
業
の
社
会
的
責
任

（corporate social responsibility 

略
称
：
Ｃ
Ｓ

Ｒ)

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
、企
業
が

利
益
を
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、組
織
活
動
が
社
会

へ
与
え
る
影
響
に
責
任
を
も
ち
、消
費
者
及
び
社
会

全
体
か
ら
の
要
求
に
対
し
て
適
切
な
意
思
決
定
を
す

る
こ
と
を
指
し
ま
す
。Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
重
視
し
、企
業
価
値
を
高
め

る
経
営
は
、優
良
企
業
を
推
し
量
る
物
差
し
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、万
田
発
酵
㈱
は
自
然
と
の
調
和
を
は
か
り
、

人
々
の
健
や
か
な
暮
ら
し
の
実
現
の
た
め
に
努
力
を
重
ね
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。万
田
発
酵
㈱
の
社
会
貢
献
は
事
業
活
動
と
製
品
を
通
じ

た
も
の
で
す
が
、さ
ら
に
社
員
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
地

域
社
会
の
活
動
に
参
加
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、企
業
の
社

会
的
責
任【
Ｃ
Ｓ
Ｒ
】を
果
た
す
と
と
も
に
、広
く
社
会
貢
献

に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
ス
ポ
ン
サ
ー
に
◆

　
「
サ
ッ
カ
ー
事
業
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
す
る
」と
い
う
ク

ラ
ブ
理
念
に
共
感
し
、２
０
１
３
年
２
月
１
日
か
ら
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
ス
ポ
ン
サ
ー
と
い
う
形
で
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

を
応
援
し
て
い
ま
す
。万
田
発
酵
㈱
は
、「
人
と
地
球
の
健
康

に
貢
献
す
る
」と
い
う
企
業
理
念
の
も
と
、事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。ま
た
、「
地
域
貢
献
」を
理
念
に
掲
げ「
夢
」と「
感
動
」

と「
元
気
」を
地
域
に
提
供
し
、青
少
年
健
全
育
成
、ス
ポ
ー
ツ

振
興
、人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広

島
を
応
援
す
る
こ
と
は
、地
域
活
性
化
を
応
援
す
る
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。

◆
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
◆

　

年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。11
月
の
収
穫
祭
イ
ベ

ン
ト
で
は
、植
物
用
万
田
酵
素
を
使
っ
て

育
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
食
べ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
全
て

無
料
で
７
種
類
の
お
好

み
焼
き
を
ふ
る
ま
い
ま

し
た
。
今
年
３
月
で

『
ジ
ャ
ン
ボ
大
根
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』は
９
回
目
と
な
り
、１
２
０
名
以

上
の
方
々
が
各
地
で
育
て
て
い
た
だ
い
た
大
根
の
大
き
さ
を

競
い
、新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〝
だ
い
ち
ゃ
ん
〞（
写
真
左
上
）も

お
披
露
目
し
ま
し
た
。昨
年
完
成
し
た
高
さ
８
ｍ
も
の
ジ
ャ

ン
ボ
大
根
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
も
万
田
発
酵
㈱
の
顔
は
も
ち
ろ

ん
、因
島
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。９
月

開
催
の『
ひ
ま
わ
り
の
せ
い
く
ら
べ
』で
は
、広
島
県
及
び
近

隣
の
愛
媛
県
、さ
ら
に
東
北
三
県
の
保
育
園
・
小
学
校
か
ら
も

表
彰
式
に
参
加
し
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。昨
年
は

５
メ
ー
ト
ル
55
セ
ン
チ
の
ひ
ま
わ
り
が
優
勝
し
ま
し
た
が
、

高
さ
を
競
う
こ
と
よ
り
も
植
物
の
持
つ
生
命
力
を
知
る
植
育

も
含
め
た
情
操
教
育
を
担
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。新

春
に
は
、万
田
酵
素
を
使
っ
た
も
ち
米
で『
万
田
も
ち
つ
き
祭

り
』を
開
催
し
た
り
と
、行
事
も
増
え
て
い
ま
す
。

◆
万
田
び
っ
く
り
フ
ァ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン
◆

　

小
・
中
学
校
の
修
学
旅
行
や
団
体
旅
行
な
ど
、年
間
約
４
万

名
も
の
お
客
様
が
工
場
見
学
に
訪
れ
ま
す
。見
学
及
び
収
穫

体
験
農
場
も
無
料
で
貸
出
し
て
お
り
、植
物
の
可
能
性
を
体

感
し
て
い
た
だ
け
る
空
間
を
提
供
し
て
い
ま
す
。植
物
用
万

田
酵
素
を
使
っ
て
育
っ
た
大
根
を
食
べ
た
人
の
50
％
は
梨
の

よ
う
だ
と
言
い
ま
す
。そ
れ
ほ
ど
み
ず
み
ず
し
く
甘
み
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。今
年
１
月
に
、万
田
び
っ
く
り
フ
ァ
ー

ム
シ
ョ
ッ
プ（
マ
ル
シ
ェ
市
場
）が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。植

物
用
万
田
酵
素
で
育
っ
た
野
菜
や
食
品
・
化
粧
品
な
ど
が
こ

ち
ら
で
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
今
後
の
抱
負
◆

　

こ
こ
し
ま
な
み
海
道
は
現
在
、国
内
断
突
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地
で
す
。今
年
５
月
開
催
予
定
の
し

ま
な
み
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト「
グ
ラ
ン
ツ
ー
ル
せ
と
う

ち
」に
はTEAM

 M
ANDA

も
出
場
し
ま
す
。万
田
発
酵
㈱
で

は
、し
ま
な
み
サ
イ
ク
ル
オ
ア
シ
ス
の
認
定
を
受
け
、サ
イ
ク

ル
ポ
ー
ル
を
１
０
０
個
以
上
準
備
し
て
お
出
迎
え
い
た
し
ま

す
。絶
景
の
し
ま
な
み
海
道
を
疾
走
す
る
の
も
い
い
で
す
が
、

こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。因
島
の
魅
力
を
ほ
ん
の
一
部
で
も

い
い
の
で
、こ
ん
な
す
ご
い
作
物
が
あ
る
ん
だ
！
な
ん
で
あ

ん
な
に
大
き
い
大
根
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
が
！
？
な
ど
記
憶

に
留
め
て
も
ら
い
、ち
ょ
っ
と
し
た
お
土
産
話
を
持
っ
て

帰
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。利
益
の
み
を
求
め
る

の
で
は
な
く
、も
っ
と
考
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
後
も
皆
様
に
く
つ
ろ
げ
る
憩
い
の

場
と
し
て
、お
も
て
な
し
の
向
上

の
た
め
に
講
演
会
・
勉
強
会

等
に
積
極
的
に
参
加
し
、い

か
に
し
て
こ
こ
に
来
て
も

ら
う
か
？
お
も
て
な
し
と

は
な
ん
ぞ
や
！
と
エ
ン
ド

レ
ス
に
追
及
し
な
が
ら
因

島
発
信
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
地

域
社
会
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

万
田
発
酵
株
式
会
社

尾
道
市
因
島
重
井
町
５
８
０
０‐

９
５

☎
０
８
４
５‐

２
４‐

３
５
５
５　

fax
０
８
４
５‐

２
４‐

１
３
１
３

URL http://w
w
w.m
anda.co.jp

お客様サービス室　室長　小谷　博文

地域貢献企業

万田発酵(株)

る
憩憩憩憩
い
の

向向向
上

会いもド因地ま
す
。

利益のみを求めるのではなく、
製品と事業活動を通じて地域社会に貢献を

◆ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

11
月
の
収
穫
祭
イ
ベ

田
酵
素
を
使
っ
て

食
べ
て
い
た
だ
き
た

全
て

好までス
テ
ィ

り
、１
２
０
名
以

新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〝
だ
い
ち
ゃ
ん
〞



　

父
が
昭
和
44
年
に
寿
司
屋
を
始
め
、今
年
で
創
業

43
年
に
な
り
ま
す
。新
鮮
な
魚
を
使
っ
た
に
ぎ
り
寿

司
や
巻
き
寿
司
、い
な
り
寿
司
が
開
店
当
初
か
ら
の

人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。そ
の
他
和
食
を
中
心
と
し
た

定
食
や
丼
も
の
メ
ニ
ュ
ー
も
ご
ざ
い
ま
す
。３
年
前

か
ら
は
平
日
の
お
昼
に
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
と
お
寿

司
の
ラ
ン
チ
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

２
階
は
20
名
ほ
ど
が
利
用
で
き
る
お
座
敷
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、忘
年
会
、新
年
会
や
法
要
の
お
食

事
な
ど
の
ご
予
約
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。

　

仕
出
し
業
は
こ
こ
10
年
で
葬
儀
業
者
な
ど
が
で
き

た
影
響
も
あ
り
半
分
以
下
に
ま
で
減
り
ま
し
た
が
、

法
要
や
地
元
の
町
民
大
会
、秋
祭
り
、区
の
行
事
な
ど

で
は
よ
く
ご
注
文
頂
い
て
お
り
ま
す
。季
節
行
事
の

節
分
の
恵
方
巻
き
や
、土
用
の
丑
の
鰻
も
人
気
で
す
。

　

寿
司
・
刺
身
が
基
本
な
の
で
、新
鮮
な
魚
を
使
う
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
好
み
で
頼
ま

れ
る
方
、お
ま
か
せ
で
頼
ま
れ
る
方
と
い
ろ
い
ろ
で
す

が
、刺
身
は
お
い
し
い
と
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。あ
る
食
材
で
対
応
で
き
る
も
の
は
、メ
ニ
ュ
ー
以

外
で
も
出
来
る
範
囲
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

昔
は
島
内
で
結
婚
式
を
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
料
理
を
運
ぶ
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
今

で
は
そ
う
い
う
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。平
成

12
年
に
大
山
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
て
か
ら
は
、土

生
か
ら
中
庄
へ
行
く
の
に
田
熊
を
通
ら
な
く
な
っ

た
の
で
車
の
通
り
も
随
分
減
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

内
海
造
船
田
熊
工
場
が
閉
鎖
し
た
こ
と
が
一
番
影

響
を
受
け
ま
し
た
。部
署
ご
と
の
飲
み
会
や
集
ま

り
も
な
く
な
り
、人
通
り
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
は
京
都
の
調
理
師
専
門
学
校
へ
行

き
、１
年
間
は
京
都
の
ホ
テ
ル
で
働
き
ま
し
た
。家

の
仕
事
を
い
ず
れ
は
手
伝
う
つ
も
り
で
し
た
が
、す

ぐ
に
は
帰
ら
ず
広
島
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
掛
け
持
ち

し
な
が
ら
調
理
以
外
の
仕
事
も
い
ろ
い
ろ
経
験
し

ま
し
た
。27
歳
の
時
に
帰
っ
て
き
て
も
う
18
年
が
た

ち
ま
し
た
。

　

趣
味
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。映
画
や
カ
メ
ラ
、音

楽
は
今
で
も
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
に
週
一
回
集
ま
っ

て
や
っ
て
い
ま
す
。jim

onolive

（
ジ
モ
ノ
ラ
イ
ブ
）

と
い
う
バ
ン
ド
に
ド
ラ
ム
と
し
て
参
加
し
て
い
て
、

年
に
何
度
か
尾
道
の
お
寺
や
カ
フ
ェ
な
ど
で
ラ
イ
ヴ

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。学
生
の
頃
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
か
っ
た
の
で
イ
ン
ド
ア
な

趣
味
が
多
い
で
す
ね
。日
曜
大
工
も
好
き
で
、自
宅
の

部
屋
も
自
分
好
み
に
改
装
し
て
い
ま
す
。

　

い
い
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。長
く
住
ん
で
る
と
当
た

り
前
に
な
っ
て
る
事
も
多
い
け
れ
ど
、一
度
島
を
出

て
暮
ら
し
た
り
す
る
と
よ
く
分
か
り
ま
す
。島
外
の

友
人
か
ら
も「
い
い
と
こ
ろ
だ
ね
」と
言
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
。そ
の
反
面
、観
光
に
関
し
て
は
近

隣
の
島
々
か
ら
は
ま
だ
ま
だ
遅
れ
を
と
っ
て
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　

八
朔
や
安
政
柑
の
発
祥
の
地
で
あ
り
な
が
ら
高

齢
化
に
よ
り
柑
橘
を
作
る
人
が
減
っ
て
い
く
の
も

心
配
で
す
。荒
れ
た
柑
橘
畑
を
み
か
け
る
と
残
念
に

思
い
ま
す
。

　

良
く
も
悪
く
も
合
併
で
尾
道
市
と
な
っ
た
わ
け

で
す
か
ら
、こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
よ
う
な
取

り
組
み
が
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。で
き
る
こ
と
は
少

し
で
も
協
力
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

常
連
さ
ん
や
固
定
客
を
大
事
に
、さ
ら
に
新
し
い

お
客
さ
ん
も
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。今
は
親
に

任
し
て
あ
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
、こ
れ

か
ら
は
も
っ
と
若
い
人
か
ら
年
配
の
方
ま
で
気
軽

に
楽
し
く
ご
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
ド
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
の
岡
野
博
士
さ
ん
で
す
。

〜
若
い
人
に
も
気
軽
に
来
て
も
ら
え
る
店
に
〜

仕
事
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

こ
の
お
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

大
変
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

ご
自
身
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い

趣
味
な
ど
・・・

因
島
に
つ
い
て

今
後
の
目
標
と
は
？

次
の
会
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
・・・

会員インタビュー43

■事業内容
寿司・刺身・仕出し

よし成

岡野　元  氏（45歳）

●郵便局

●田熊小学校

●エディオン
　オサム田熊店

よし成

至土生
至金山港

田熊町

366

よし成

尾道市因島田熊町 2491-9
TEL 0845-22-1958
FAX 0845-22-1958

お か の 　 　 は じ め



会
議
所
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
25
年
４
月

５
月

１ 

月 

グ
ル
メ
開
発
部
会
打
合
せ

２ 

火 

新
入
社
員
研
修
／
３
階
ホ
ー
ル

４ 

木 

Ｈ
25
年
度
因
島
技
術
セ
ン
タ
ー

 
 

　

初
任
者
研
修
入
校
式

５ 

金 

商
連
協
役
員
会

9 

火 

小
規
模
事
業
補
助
金
実
績
ヒ
ア
リ
ン
グ

 
 

尾
道
ゴ
ル
フ
協
会
因
島
支
部
役
員
会

10 

水 

第
70
回
尾
道
み
な
と
祭

 
 

　

第
１
回
役
員
・
実
行
委
員
会

12 

金 

尾
道
地
域
企
業
合
同
説
明
会

13 

土 

閉
所

14  

日 

い
ん
の
し
ま
桜
ま
つ
り

 
 

　
・
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
お
披
露
目

 
 

珠
算
検
定
試
験

 
 

日
珠
連
因
島
支
部
総
会

22 

月 

広
島
経
済
同
友
会
尾
道
支
部
総
会

23 

火 

常
議
委
員
会

27 

土 

閉
所

30 

火 

県
連
事
務
局
長
会
議

3
金 

4
土 

ア
メ
ニ
テ
ィ
公
園
ま
つ
り

10 

金 

経
済
委
員
会
・
金
融
懇
談
会

11 

土 

閉
所

16 

木 

因
島
地
区
市
政
報
告
会

17 

金 

Ｈ
25
年
度
因
島
ユ
ー
ザ
協
会
総
会

23
木 

24
金 

全
国
商
工
会
議
所
専
務
理
事

 
 

　

・
事
務
局
長
会
議

25 

土 

閉
所

【会員の動き】
事業所数
 １月 31 日 1,066 
 ３月 31 日 1,063
期間内移動
 入会 6
 脱会 9

　　事業所名 　代表者 　事業内容 　　住　　　所 　電話番号

城一マリンコンサルタント 城一　修士 船舶監督 尾道市因島土生町 2081-8 0845-22-5620

土居アパート 土居　功治 貸アパート 尾道市因島洲江町 210 0845-28-0142

田坂工業 田坂　友也 造船 尾道市因島重井町 2572-3 0845-25-0774

Pcalus（プカラス） 岡野　琉美 デザイン業 尾道市因島田熊町 1411-2 0845-22-1914

井上光明 井上　光明 リラクゼーション・ボディーケア 尾道市因島重井町 2911-6 0845-25-1237

村上駐車場 村上　智子 駐車場経営 尾道市因島土生町 1208-2 0845-22-8057

～サービス精神、人を喜ばせようとする心でおもてなし～
　仕事で初めて訪れたしまなみ海道の島々の美しさに感動し、45歳で島根県から因島隣の瀬戸田町へ移り住みました。

サラリーマン時代から定年後の計画を立て、内装工事・大工仕事の経験
を活かして自身で店内を改装し、平成18年に因島でカラオケ喫茶をオー
プンして7年目になります。島嶼部から船で渡って来られるお客様も多い
ので、年中無休でお店を開けています。歌好きなお客様がのど自慢大会
の練習などで来られるので、店内は毎日にぎやかです。毎年、市民会館に
神楽を呼んだり歌謡祭を
開催しています。人を呼び
集めることで島の活性化
に繋がればと思います。

喫茶アカナ

喫茶アカナ
代表者　宇山俊美
尾道市因島田熊町1194-3
☎0845-22-3946
営業時間　8：00～23：00
（モーニング・ランチ　9：00～13：00）
年中無休

●田熊小学校

●
366

喫茶アカナ

●郵便局
●藤原洋品店

●
中空書店

～金山港で４０年、たこ焼き屋から始まった人気のお好み焼き屋さん～
　たこ焼き屋をボンゴ車で始めてから40年。今ではたこ焼きがコンビニなどでも買
えるようになり、10年前からお店にてっぱんを設置してお好み焼きも焼くようになり
ました。金山港でフェリーを待つお客さんや学生さん、三庄や中庄からもよくご注文
をいただきます。同じお好み焼屋さんでもお店によって焼き方で味が違い、当店で
は蒸し焼きにすることによってキャベツの甘みを出しています。たこ焼きはしょうゆ
マヨもおすすめ。お電話でご注文いただければ持
ち帰りもできますので、一度食べてみてください！

たまちゃんお好み焼

▲店内は10名様程の席があります。

たまちゃんお好み焼
代表者　桧垣玉子
尾道市因島田熊町竹長4533-2
☎0845-22-8757
営業時間　10：00～17：00
定休日　月曜、第2・4火曜、第3日曜日

●
366

たまちゃん
お好み焼

●
春子店

●
ヤマザキ
ショップ

田熊交番
● 金山フェリー前

写真左から、宇山夫人、オーナー宇山俊美さん、村上喜枝美さん▲

お好み焼き（肉・卵）
500円

できあが
り！



■雇用状況 ■因島　人口・世帯数

■因島金融データ

  詳しくは「尾道市ふる里就職促進協議会」へ 　Tel(0848)25-7182

平成 25 年１月 17 日現在
「因島・瀬戸田地域」での就職を希望する人 ■ふ る 里 就 職 登 録 者 一 覧

雇用状況Ⅱ（平成25年２月末現在） 人口(平成25年３月現在)　(　)内は前月比雇用状況Ⅰ（平成25年２月末現在）

融資斡旋状況（24年度累計／２月現在　単位：万円）

日本政策金融公庫
（マルケイ）

日本政策金融公庫

（その他）

市内金融機関／預貸内訳・金額（単位：百万円）市内金融機関／預貸状況（単位：百万円）

●人口 25,386 (▲102) 人

　　　男 12,444 (▲　48) 人

　　　女 12,942 (▲　54) 人

●世帯 11,996 (▲　51) 世帯

　 年齢 希望職種 希望月収 経験業務 免許 ・ 資格

 3 21 事務等 16万～20万 新卒 英語検定準2級、Excel2003、普通自動車免許

 4 24 営業、 事務 一般的月収 新卒 普通自動車免許、普通自動二輪免許

 8 45 一般事務 10 万円以上 スーパーレジ、 一般 ・ 営業事務 ワープロ3級、AT限定普通自動車運転免許

11 31 製造・運輸・サービス・事務 20 万～ 音楽製作のプロデュース業務、ディレクション業務、着信メロディ制作 普通自動車第一種免許

12 31 特になし 20 万 不動産登記全般、ホテル宴会サービス、配膳サービス 普通自動車第一種免許

13 29 特になし 20 万 服飾雑貨の営業、デザイン・縫製、企画デザイン補佐 普通自動車第一種免許

14 57 PC（エクセル、ワード等）業務管理 15 万 電気工事業、パソコンに伴うカスタマエンジニア、経営 普通自動車第一種免許

16 45 営業職 25 万 建築営業・HP管理、木造住宅設計、システムエンジニア 普通運転免許一種・宅地建物取引主任者・二級建築士

17 34 農業、 介護 18 万～ 土木業、 製造業、 介護職、 飲食業 普通自動車運転免許 ・ 介護福祉士

18 23 機械分野全般 14 万 新卒 普通自動二輪・普通自動車免許・パソコン検定3級

21 44 特になし 15 万 旅行・ホテル業、JICA国際交流事業の企画・運営、製造業、他 普通自動車免許・漢字能力検定２級・日本語ワープロ検定３級

登録No.

 項　　目 25年２月末 24年２月末 対前年比

預　　　金 114,180 113,196 100.9

貸 出 金  31,394 30,320 103.5

 項　　目 25年２月末 24年２月末 対前年比

当座預金 5,189 5,651 91.8

普通預金 40,096 39,617 101.2

定期預金 63,384 61,635 102.8

その他預金 5,511 6,293 87.6

 項　　目 当月 前月差 前年同月差

新規求人倍率(倍) 1.04 ▲0.32 ▲0.09

有効求人倍率(倍) 0.83 ▲0.07 ▲0.01

就　　職　　率(％) 28.64 ▲1.06 ▲6.82

 項　　目 当月 前月差 前年同月差

摘 要 事 業 所 数 3,075 0.1 ▲0.6

被 保 険 者 数 39,523 0.3 0.2

基本手当受給者数 749 ▲2.5 ▲3.6

 項　　目 申込件数 申込金額 実行件数 実行金額

　 54 34,800 53 33,200

　 7 5,760 5 3,760 

　合　　計 61 40,560 58 36,960



第８回   特 集 パワースポット 

 因島観光協会だより 

因島には願いを叶えてくれる場所やお地蔵様、観音様がたくさんあります！訪れてみませんか？ 

 

 

                     お問い合わせ先  
               一般社団法人因島観光協会 TEL ０８４５－２６－６１１１ 
                       ホームページ：http://innoshima.no-blog.jp/   Facebookページ: http://www.facebook.com/innoshimakanko 

夫婦地蔵 
 青影トンネルを抜けて中庄西浦の
坂を下っていくと、夫婦地蔵が彫ら
れて大きな岩があります。 
 地元の人は縁結びや難病厄除を
かなえてくれるお地蔵さんとしてお
参りしています。 

次回は夏祭り特集です！お楽しみに♪ 

グルメコンテスト表彰式 
特産品・飲食物の販売 

因島村上水軍陣太鼓、よしも
と芸人フリータイム、アンダー
グランドバンド、サウンドトレ

ジャーバンド など 
 

◇お問い合わせ先◇ 
一般社団法人因島観光協会 

 んのしま情報 

除虫菊 
 ４月下旬から５月上旬に因島重

井町の丘が除虫菊でまっしろに

染まりとてもキレイです。 
 以前は蚊取り線香の原料として、

育てられていましたが、今は観光

用として育てられています。 
除虫菊の撮影会も行っています。 

堀り出し観音 
 中庄町の金蓮寺の「堀
り出し観音」さまは土を
掘っている時に見つかっ
たそうです。 
 願いごとを叶える力は
強いのですが、一度に一
つしか願いごとをしては
いけないそうです。 

地蔵鼻 
 三庄町の「地蔵鼻」は海の潮が満ちると下半
分が海中につかることから、下の病気が治る
といわれ、いつの日からか子授け、安産祈願
にたくさんの人が訪れています。 
 地元では、「女性の願い事ならなんでも叶え
てくれる」といわれています。 

菅原神社の楠（天神さん） 
 昔、田熊町の菅原神社の楠が二股に
分かれて空洞になっていて、そこに石の
地蔵さんが祭られていましたが、永い年
月の間に空洞がなくなり、幹の中に地蔵
さんが埋まってしまったといわれ、以来
子授けの楠といわれて、子供が欲しい
人はこの木をなでながら祈ると願いが叶
うと伝えられています。 

大浜埼灯台 
 「大浜埼灯台」は１８９４年建造１００年
以上も経った今でも毎日灯りがともって
います。 
 この白い灯台を二人で訪れると、灯台
に灯りがともるように二人に「愛が芽生え
る」といわれています。 

はりこ大師 
 三庄町の善徳時の「はりこ大師」は弘法大師の像に
無数の紙が張りつけてあるすこし変わった仏像です。 
 昔、夢の中に修行姿の弘法大師が現れ、「からだの
具合の悪い人は、お札を仏像のその部分に張れば治
る」とのお告げがあったことから、からだの悪いところ
を治してもらいに参拝者の方がお札を張ってお参りし
ています。 

いんのしまさくら祭 
  日時◇平成２５年４月１４日（日） 
               １０：００～１５：００ 
  場所◇ホテルいんのしま前広場 

妙泰神社 
 釣島箱崎浦の合戦の時、茶臼山城主の弟
宗義の妻妙泰夫人が大勢の敵に出逢い，こ
の地で戦死しました。 
 土生町の対潮院そばの「妙泰神社」は、そ
の妙泰夫人の名がついており、女性の願い
事を叶えてくれるといわれています。 

恋し岩 
 白滝山の山頂の観音堂に「恋
し岩」が奉られています。この恋
し岩に触ると恋が叶う、遠距離
恋愛のカップルは別れないとい
われており、たくさんのカップル
が訪れています。 
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▲左から、島そだチン、店長金山佳世さん、箱﨑夏穂
さん、桑原朋子さん。奥にカフェコーナー。
お土産にも最適な島そだち他、和・洋菓子詰合せ。▶

中庄店オープン
～春のお菓子が勢揃い
　　　　　カフェコーナーをご利用ください～

　創業大正十年、和菓子・洋菓子の老舗、
(株)松愛堂の中庄店が２月１日にオープンしました。季節
の旬を活かした和菓子、バラエティ豊かな洋菓子など商
品数は150種類以上あり、因島・尾道を合わせると7店舗
目になります。

　店舗の内装・外装などは、今まで設計士の方に任せて
いましたが、今回は従業員が意見を出し合いカフェコー

ナーも併設していますので、ぜひご利用ください。
和と洋のコラボレーションをテーマに、コンセプト
カラーの黄色で包装紙や紙袋もリニューアルしまし
た。ガラス張りでスペースも広く、和菓子だけでなく
洋菓子にも合うお抹茶もご用意しています。お好き
なケーキとお飲物でゆっくりと過ごしてください。

　和と洋をコラボレーションした『極み濃抹茶シュー』と『メープル＆小倉バター
どら焼き』をオープン記念商品として発売し、ご好評いただいています。

　新キャラクターとして、“島そだチン”が誕生しました。お菓子作りがオートメー
ション化する中、創業当時から90年以上製造方法を変えていない『島そだち』
をモチーフにしたざらめが特徴の男の子です。開店売
り出し時にはお店にも登場しましたが、次はいつ出没
するのか楽しみにしていてください。ご希望の方には

数量限定で“島そだチン”バッチをプ
レゼントしてい
ます。

気軽に入れて楽しいお店づくりを心掛け、たく
さんのお客様のご来店をお待ちしています。

ソフトクリームも、はじめました！
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